
▼東竹原自治振興区を盛り上げる新たなチャレンジ！（やりたいこと）

人

▼東竹原自治振興区の課題解決のために必要な取り組み（令和２年３月現在）

▼５年前の計画からこれまでを振り返って ▼これからも続けていきたいこと

【５年前の計画からできなかったこと①】

【なぜできなかった？】

【どうやったらできる？】

【５年前の計画からできなかったこと②】

【なぜできなかった？】

（写真） （写真）

【どうやったらできる？】

175 ㎢世帯 ※H25.10時点） 面積

東竹原
ひ が し た け ば る

自治振興区

高辻、高畑、東竹原、柳　地区

364 人 163 世帯 ※H31.3末時点

年祢神社

子どもの頃の
思い出の場所

19.4

▼東竹原自治振興区の「たからもの」

どんどや

ケヤキの大
木

樹齢450年余り
の巨木

栗屋克範さん

水車

精米や縄ない
豆腐ひき時に使

用

神楽の保存と継承

どんどや

秋祭りなどの地域の祭り

みさを大豆

東竹原の歴史誌の編さん

話が漠然としている。
詳しい人が多忙。

予算化はされている。
実行委員をつくる。
詳しい人を集める

▼キャッチフレーズ

（441

夏祭り・カラオケ大会

台風や地震のため。

時季をずらす（秋祭りへ）。
昼に実施する。

　東竹原の歴史の本作りに取り組む。　文化財等を整備をする。（実施可能な予算あり）

（写真）

誰が 　自治振興区

誰が 　自治振興区みんなで

いつ 　５月、１１月

何を 　できればコースを増やしたい。みさを大豆料理を参加者にふるまう。

誰が 　全地域で

いつ

誰が

いつ

何を

　自治振興区　各部長　各区長

　令和3年から

　令和2年から

何を 　猿を追い払うための研修会を実施する。

いつ 　令和2年から

何を 　田舎料理作りや昔遊びなどの体験をする。

いつ 　令和2年から

何を 　勉強会の開催。（避難所の確認、物資の確保、自主防災組織による防災訓練の実施）

誰が 　老人会と子供会と自治振興区

奥阿蘇の 古き良き伝統を 未来へつなごう

（令和２年３月現在）１．東竹原の歴史誌の編さん

２．フットパスを年２回開催

３．鳥獣被害対応のための研修会開催

４．災害発生時に備えた対策
災害時の対応

が不安！

５．世代間交流と夏祭り
子どもとの交流

の場が減った！

有害獣の被害大！


